
○一般研究発表 A	 

A−1	 走運動時の音楽が単語記憶と気分に及ぼす影響	 中野	 裕史	 

A−2	 ランニング愛好者におけるランニング（持久走）の意識に関する調査研究	 三本木	 温	 

A-3	 陸上競技中長距離選手の腸内環境とコンディションの関連	 松生	 香里	 

A-4	 陸上長距離走選手のトレーニング評価指標としての｢ランニングポイント｣の検討	 家吉	 彩夏	 

－ランニングポイント係数と生理応答の対応関係－	 

A-5	 ウォーミングアップを変えても最大下走運動のパフォーマンスは変化しないのか？	 瀧澤	 一騎	 

A-6	 雪上および通常路面ランニング時の酸素摂取動態に関する研究	 佐藤	 由理	 

A-7	 市民ランナー指導への応用	 友金	 明香	 

－12 分間走距離からマラソン記録を予測－	 

A-8	 初マラソン・日本学生女子最高記録樹立者（2:26:46）のトレーニング、	 豊岡	 示朗	 

Aerobic	 work	 capacity と代謝反応の特徴	 

A-9	 陸上競技長距離走選手に対してクロストレーニングを行う際の運動強度の検討	 森	 寿仁	 

－走運動に対する通常および低酸素環境での自転車運動の生理応答の対応関係－	 

A-10	 10000ｍレース中のランニング動作変容に関するモデルの検討	 山崎	 健	 

A-11	 筋力・筋パワーが長距離走動作および筋活動に及ぼす影響	 吉岡	 利貢	 

A-12	 身体部分慣性特性が走効率におよぼす影響	 横澤	 俊治	 

A-13	 高強度走行におけるランニングエコノミーの評価	 丹治	 史弥	 

	 

○一般研究発表 B	 

B-1	 ランニングクラブに関する研究–クラブ参加者アンケート調査第 8報−	 藤牧	 利昭	 

B-2	 ランニングクラブに関する研究–クラブ参加者アンケート調査第 8報−	 河合	 美香	 

ランニングの実施状況と健康状態、および生活状況との関連	 

B-3	 ランニングクラブに関する研究	 –	 クラブ参加者アンケート調査第 8報	 −	 柴田	 啓介	 

ランニングの実践が健康状態および健康への意識に及ぼす影響	 

B-4	 ランニングクラブにおけるクラブ運営の現状と課題	 鈴木	 美沙都	 

－全国展開するアミノバリューランニングクラブを事例として－	 

B-5	 ランニングと国際交流…日本文化・日本語教育・日本語体操を中心に	 清水	 泰生	 

B-6	 １万人参加マラソン：ロードレースとその傾向	 山中	 鹿次	 

B-7	 学校体育における「持久走」の学習内容の基礎的検討	 齋藤	 祐一	 

B-8	 長距離ランナーにおけるコントロールテストの有効性	 大庭	 恵一	 

～脚筋力の定量化に着目して～	 

B-9	 高血糖者を対象にしたジョギング教室での血糖調節機能の検討	 小原	 繁	 

B-10	 筋グリコーゲン量と細胞内外液量の関連性の検討	 塩瀬	 圭佑	 

B-11	 低酸素環境下でのインターバルトレーニングの効果	 角	 大地	 

－女性マラソン選手を対象にした検討－	 

B-12	 マラソンレース後の一定スピードの持続時間の低下に関する生理的原因の究明	 髙山	 史徳	 

－市民ランナーによる事例的研究－	 

B-13	 単独走と複数走にみられる 1,500m タイムトライアルへの影響	 河合	 謙一	 

B-14	 走行距離が生理的能力および 5000m 走記録に及ぼす影響	 中澤	 翔	 

－大学男子長距離選手の追跡研究－	 

B-15	 トレイルランニングにおける特性とパフォーマンスに影響する因子の検討	 山形	 哲行	 

B-16	 全国高校女子駅伝出場選手の 3000m 競技記録と身長、体重、BMI の関係	 足立	 哲司	 


